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〆~ づｰ包〆ﾖづｰﾉﾚｰ ﾄﾗ』ｽﾄの発ﾈ羊士也を喬方ｵﾕ‐て 一一
4月はじめ、イギリスを緬斬して旅をし、湖水地方を訪れたとき、黄色のラッパズイセンが道端や、ち

ょっとした空き地に咲き舌肘1へ可憐に剛こそよいでいた。日本では白い水仙が主銃なのに、イギリスは黄

色ばかりと思っていたら､イギリスの19世紀の詩人ウイリアム･ワーズワースが次のように詠っていた。

水仙

谷を越え山を越えて空高くながれてゆく

白い一片の雲のように、私は独り情然とさまよっていた。

すると、全く突如として、眼の前に花の群れが、

黄金色に輝くおびただしい水仙の花の群れが、現れた。

湖の岸辺に沿い、樹々の緑に映え、そよ風に吹力巾ながら、

ゆらゆらと揺れ動き、蹴っていたの危 （岩波文庫「イギリス名詩選」より平井正穂訳）

若いワーズワースの心の傷を癒してくれたのは､移り住んだグラスミアの素朴な自然の湖や森だった。

産業革命で緑力鞁壊され、自然破壊が進み、鉄道が建設されようとするとき、彼は反対運動をして、止め

させた｡その後彼の詩が語る「自然を敬う心｣は多くの人に受け継がれ､1895年､社会活動家オクタビア・

ヒル等3人によって、いつでも誰でもが自由に出入りできる自然豊かな土地や歴史的建造物を買い取り、

共有財産として残す｢英国ナショナル・トラスト」力穀立された。ナショナルとは国家ではなく、国民の

ことである。

その後あの「ピーター・ラビット」の作者ビアトリクス・ポターが印税で得た湖水地方の広大な士地を

ナショナル・トラストに託している。

イギリスは思ったより小さな国、日本の約5分の3の面積､人口は約半分の6千万人危しかしその20

人に1人､およそ3“万人がナショナル･トラストの会員だというから驚く｡そのせいかガーデニングは

手を入れても、自然に生えているようにつくるのがコツだと言う。

春は産ﾘ剛で、ノNIIでは親子ずれのカモがあちらこちらで見られたが、工事中の時、鳥などが酉邸し子

育てをし始めると、巣立つまで工事を中断するという。いのちや自然を大切にし、行政に生力球すこと、日

本でも是非まねをしたし＄

日本では古都鎌倉を乱開発から守るため､大仏次郎が1粥4年にナショナル・トラスト運動を始め､1妬8

年には側法）日本ナショナル・トラストが、1”2年に（社法）日本ナショナル・トラスト協会力設立さ

れている。 情柳節子）
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